
講演概要：

この数年間，新しい学術分野として「サステイナビ

リティ学」を構築し，「サステイナビリティ学教育プロ

グラム」を設計するという仕事に携わってきた。下水

道は社会の重要なインフラの一つであり，サステイナ

ブル (持続可能) な社会を論じるときに重要な要素で

はあるが，下水道の機能だけを独立に議論すること

はできない。サステイナビリティ学の神髄は，人類

の持続可能性に関わる複雑な問題を，包括的・具体的

に，またシステムとして扱うことであり，さらにその

プロセスに学際性を求めることである。本公演では，

1) 下水道の将来像に関してどのような議論がなされ

てきたか，2) どのような前提で社会の将来像を考える

べきか，3) ｢サステイナビリティ学」がもたらすもの

は何か，そして，4) 以上をもとにした下水道における

サステイナビリティの意味について論じる。

以上の議論から見えてくるのは，下水道システムを

独立して扱うことではなく，隣接技術システムや社会

システムとどう相乗りするか，言いかえれば社会全体

のハード・ソフトな設計を分野や専門性の壁を乗り越

えてどうすすめるかという論点の重要性である。エン

ドポイントとしての下水道の将来像についての議論は

一方で大変重要であるが，社会としての技術的選択を

おこなうプロセスを重視する必要がある。

最後に，震災と下水道とサステイナビリティ学の関

連についても考える。3. 11 東日本大震災は下水道に

も甚大な被害をもたらした。その意味は下水道分野に

とってもきわめて重要である。現時点での教訓をまと

めてみたい。
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